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書評
　　脇明子著
『少女たちの19世紀　人魚姫からアリスまで』
（岩波書店／ 2013 年）
岸田　依子
　著者の脇明子氏は、ノートルダム清心女子大学名誉教授
で、主にイギリスのファンタジーの研究、翻訳を専門とする
児童文学者である。著書に『ファンタジーの秘密』『読む力
は生きる力』『魔法ファンタジーの世界』『物語が生きる力を
育てる』『読む力が未来をひらく　小学生への読書支援』な
ど、訳書に『魔女の箒』『丘はうたう』『お姫さまとゴブリン
の物語』『不思議の国のアリス』『クリスマス・キャロル』
『小公子』『小公女』などがあり、1998 年創設の「岡山子ど
もの本の会」発足以来の代表でもある。
　『少女たちの 19 世紀　人魚姫からアリスまで』は、2010
年 9 月に開催された岩波市民セミナーでの講演をもとにまとめられたもので、1．「『人魚
姫』を読みなおす」、2．「よみがえった伝承世界」、3．「妖精という言葉の魔法」、4．「少
女の目の発見」の四篇から成る。サブタイトルのとおり、アンデルセンの人魚姫から、ル
イス・キャロルのアリスまで、ゲーテやハイネ、ホフマン、フーケ、マクドナルドなどの
作家の作品にも目を向けつつ、「ヨーロッパが大きく変わりつつあった一九世紀に姿を現
しはじめた、新しい少女たちの群像」（1 章）に着目し、その姿と存在の意味を文化史的
な視座を取り入れつつ、深く丹念に読み解いている。
　「『人魚姫』を読みなおす」の章は、デンマーク語の原文では、王子が人魚姫のために男
の服をこしらえさせて、馬で遠乗りのおともをさせたという、人魚姫が男装する場面に注
目し（日本語訳では訳者により、原文に忠実に男装として訳す場合と、原文を離れ女性ら
しい服装のイメージで訳す場合がある）、ゲーテの『ヴィルヘルム・マイスターの修業時
代』に登場するミニヨンという男装の女性、男性名をペンネームとし、男装の作家として
活躍したジョルジュ・サンドなどを取り上げつつ、男性作家であるゲーテやアンデルセン
らが、女性でありながら男性の魂をあわせ持とうと苦闘する少女像を造形し、新しいアニ
マ像を生み出したことを指摘している。
　「よみがえった伝承世界」の章では、アンデルセンの『人魚姫』が、伝統的な水の精が
もつ、長い髪、美しい歌声、男性を水のなかにひきずりこみ破滅させるという三つの要素
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を提示しながらも、結局すべてが捨て去られている点や、ホメロスの『オデュッセイア』
やハイネの「ローレライ」の詩の水の精の話では、視点が人間の男性の側にあるのに対
し、アンデルセンの『人魚姫』は水の精の側から語られた話である点に、物語の新しさが
あることを指摘する。18 世紀末から 19 世紀前半にかけて隆盛したドイツ・ロマン派の作
家たちには、18 世紀の主潮であった古典主義、啓蒙主義、合理主義への反動として、不
合理性や土着性への尊重、幻想的・神秘的世界への憧憬などの特徴が見られるが、彼らの
民間伝承の熱心な収集や、創作などでの活用をとおした伝承文学の再評価も、時代の思潮
の流れの一環として捉えられている。しかし、アンデルセンはこのドイツ・ロマン派の影
響を受けながらも、その童話はそこから一歩踏み出した独自のものになっていると述べ、
児童文学の源に位置しつつその後の児童文学の発展の道を切り拓いた、特に偉大な存在と
して高く評価している。
　「妖精という言葉の魔法」の章では、1820 年代以降イギリスでは、グリム童話やアンデ
ルセンの作品が次々と英訳されるが、もともと昔話や民話の類を伝統的に「フェアリーテ
イル」と総称し、少し長めで描写の多いアンデルセンの作品を「フェアリー・ストー
リー」と称したためか、グリムやアンデルセンの影響を受けた作品には、妖精かそれに類
する者が登場するようになったと述べる。文学だけではなく、絵画や舞台芸術の分野でも
妖精ブームが起こり、絵画では 18 世紀までの宗教画や肖像画に代わって幻想画が好んで
描かれ、舞台では妖精王オベロンを主人公にしたオペラ『オベロン』のロンドンでの上演
や、水の精ウンディーネの悲恋を描いたフーケの作品を舞台化した『オンディーヌ』のロ
ンドンでの初演などの活動が見られた。文学ではドイツ・ロマン派やアンデルセンの影響
を受け、幻想的な妖精の世界を数多く描いたイギリスの作家ジョージ・マクドナルドの活
躍に注目し、作品の特徴や魅力、文学史的意義について詳細に論じている。
　「少女の目の発見」の章では、子どものためではなく純粋に子どもを楽しませるために
書かれた作品として児童文学史上画期的な影響を与えた、1865 年出版のルイス・キャロ
ルの『不思議の国のアリス』の作品をめぐって、作品の特徴や魅力、文学史的意義につい
て論じるとともに、キャロルとマクドナルドは親交が深く互いに影響を受けていたことに
ついても触れている。ゲーテからアンデルセンを経てキャロルに至る 70 年ほどの時代は、
フランス革命やイギリスを発端とする産業革命によって、それまでの階級社会が安定性を
失い、宗教の権威も失墜し、新しい価値観の創出が強く求められていた時代であり、『不
思議の国のアリス』の原題『不思議の国におけるアリスの冒険』の題名に象徴されるよう
に、アンデルセン、マクドナルド、キャロルなどの男性作家たちは少女の視点を借りて新
たな冒険に乗り出し、児童文学が本格的に開花するようになったのではないかという示唆
に富む論を提示して稿を閉じている。
　冒頭で述べたように、本書は市民セミナーでの講演をもとにまとめ直されたもので、著
者の長年の研究成果がふんだんに提示された内容であるが、敬体の文章で分かりやすく、
文体も生き生きとしており、それぞれのテーマの問題点や謎が次々と解き明かされてゆく
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過程は、まさに物語の世界に引き込まれるかのような、わくわくする思いを抱かせる。ア
ンデルセンからキャロルまで、さまざまな作家や作品が有機的なつながりをもって連鎖し
てゆく面白さ、目から鱗が落ちるような斬新で魅力的な解釈が、丁寧な考証や考察に裏づ
けられつつ、充分な説得力をもって提示される面白さがあり、さらに著者によって導かれ
る解釈の深さは、本書で考察の対象とされている作品の登場人物のみならず、われわれ読
者の魂までもが救済されるような、精神的な深みがある。
　2 章で著者は児童文学について、次のように述べている。
子どものために書くには、子どもにわかるやさしい言葉で書かなくてはなりません
が、そんな言葉で物語の舞台や登場人物について説明し、出来事を筋道に沿って目に
見えるように語り、風景描写や心情表現などもやってのけるというのは、けっして楽
な仕事ではありません。やさしい言葉で書くからといって、中身の薄いものになって
はだめなのです。（略）本当に優れた児童文学は、言葉がやさしくて短くても、隅々
まで神経が行き届いていて、驚くほど中身が濃くて、おもしろいのです。
　児童文学についての著者の見解は、本書にもそのまま当てはまるものであり、分かりや
すい言葉や文体で表現され、論じられているが、驚くほど中身は濃く、深く、文字どおり
隅々まで神経の行き届いた書物となっている。ページの随所で紹介される物語の挿絵が、
本書の魅力をいっそう引き立てているのも見逃せないところである。
 （きしだ　よりこ　大学院文学研究科文学言語学専攻教授）
